
宮
古
市

七
月
中
に
回
答
、
約
束

市
民
代
表
七
人
の
要
請

行
動
に
対
応
し
た
の
は
、
佐

藤
日
出
海
産
業
振
興
部
長

は
じ
め
四
人
で
し
た
。

市
側
は
、
「
二
月
中
宮
古

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
試
験
焼

却
し
た
が
、
放
射
性
物
質
濃

度
と
空
間
線
量
が
、
国
の
基

準
値
を
下
回
っ
た
の
で
、
安

全
に
処
理
出
来
る
」
と
説
明

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
民

側
は
「
放
射
性
物
質
汚
染

対
処
特
別
措
置
法
に
よ
る

測
定
基
準
は
科
学
的
に
安

全
が
証
明
さ
れ
て
い
な
い
」

と
し
、
「
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー

で
本
当
に
放
射
性
物
質
を

除
去
出
来
る
の
か
」
「
焼
却

灰
は
ど
う
管
理
さ
れ
る
の

か
」
な
ど
の
具
体
的
な
疑
問

点
を
上
げ
、
説
明
を
求
め
ま

し
た
。

こ
の
た
め
話
し
合
い
は

三
時
間
に
及
び
、
市
側
は

検
討
の
上
「
七
月
中
に
回
答

す
る
」
と
し
ま
し
た
。

焼
却
処
分
は

一
旦
中
止
す
る
べ
き

宮
古
市
小
山
田
の
宮
古

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
は
宮
古

市
や
岩
泉
町
、
山
田
町
、
田

野
畑
村
の
四
市
町
村
広
域

組
合
の
管
理
す
る
二
基
の

焼
却
炉
が
あ
り
ま
す
。
（
こ

の
他
に
瓦
礫
専
用
二
基
・
県

管
理
）

こ
の
一
般
ゴ
ミ
焼

却
場
で
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

で
汚
染
さ
れ
た
牧
草
や
ほ

だ
木
を
焼
却
す
る
こ
と
と

な
り
、
七
月
九
日
か
ら
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
こ
と
は
住
民
の

命
と
健
康
に
関
わ
る
重
大

な
問
題
で
す
。
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
環
境
汚
染
を
防

ぐ
た
め
に
一
旦
中
止
し
再

検
討
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

放
射
能
汚
染
物
の
焼
却

処
理
に
関
す
る
質
問
書

（
前
文
を
除
く
）

１
、
焼
却
処
理
場
の
バ
グ

フ
ィ
ル
タ
ー
で
放
射
性
物

質
が
本
当
に
除
去
で
き
る

の
で
す
か
。

高
性
能
の
バ

グ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
も
〇
・
五

ミ
ク
ロ
ン
以
上
の
粒
径
を
持

つ
も
の
ま
で
し
か
除
去
で
き

ま
せ
ん
。
気
体
分
子
の
サ
イ

ズ
は
〇
・
〇
〇
〇
一
～
〇
・

〇
〇
一
ミ
ク
ロ
ン
程
度
で
あ

り
、
〇
・
〇
〇
一
～
〇
・
五

ミ
ク
ロ
ン
の
粒
径
を
持
つ
微

粒
子
は
除
去
で
き
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
問
題
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。
お
答
え
く
だ

さ
い
。
資
料
の
、
バ
グ
フ
ィ

ル
タ
ー
と
排
気
筒
と
の
間
に

入
っ
て
い
る
サ
イ
レ
ン
サ
ー

《天恵の海》
２０１３（平成２５）年

  ７月１３日
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宮
古
市
は
、
同
市
小
山
田
に
あ
る
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
、
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
に
汚
染
さ
れ
た
牧
草
や
ほ
だ
木
の
焼
却
を
始
め
ま
し

た
。私

た
ち
『
三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手
の
会
』
は
宮
古

市
内
の
『
子
ど
も
に
豊
か
な
未
来
と
ふ
る
さ
と
を
残
す
会
』
と
話

し
合
い
、
七
月
五
日
、
宮
古
市
役
所
を
訪
問
し
、
山
本
正
徳
宮
古

市
長
に
『
放
射
能
汚
染
物
の
焼
却
処
理
に
関
す
る
質
問
書
』
と
『
要

望
書
』
を
提
出
し
ま
し
た
。
提
出
に
あ
た
り
、
岩
手
県
内
外
の
市

民
団
体
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
三
七
市
民
団
体
が
賛
同
を
表
明

し
連
名
し
ま
し
た
。

サイレンサー
（消音器）  

フィルターと煙突の間に入

っていて、焼却炉の騒音が煙

突を通じて外部へ出ないよう

にする装置です。あるメーカ

ーの説明の写真では、使用後

の消音器にはホコリがいっぱ

いついていました。

http://diamond.jp/artic

les/-/26833

DIAMOND on Line
（下はその写真の模写）

宮古清掃センター焼却場

環境法令改正
国民不在の法改正で

あってはならない
「環境法関連個別法」のうち大

気、水質、環境影響評価、南極

についての４法案が今回の第１

８３回国会で成立しました。中

央環境審議会への諮問や自治体

からの意見聴取、国民ヘのパブ

リックコメントも行われず、４

改正法案が国会に提出され、マ

スコミ報道も不十分なまま、閉

会間際に採択されました。 改

正法案では、これまで「適用除

外」とされた「放射性物質」の

監視権限について、他の汚染物

質はこれまでどおり都道府県知

事であるのに、「放射性物質」の

みは環境大臣が行うことにな

り、住民への公表も環境大臣の

権限となりました。

７月１２日参議院議員会館で

議員と市民による報告会が開催

されます。



の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
微
粒
子

を
除
去
で
き
な
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

２
、
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
除

去
で
き
な
い
〇
・
〇
〇
一
～

〇
・
五
ミ
ク
ロ
ン
の
粒
径
を

持
つ
微
粒
子
は
呼
吸
に
よ
り

肺
の
奥
深
く
ま
で
入
り
込
む

事
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
屋
内
に
も
入
り
込
み
や
す

い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

問
題
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

東
京
都
や
神
奈
川
の
小
学

校
で
焼
却
場
の
稼
働
・
停
止

に
と
も
な
い
喘
息
の
児
童
が

増
減
し
た
事
例
を
ど
う
判
断

さ
れ
ま
す
か
？

３
、
焼
却
場
で
生
ず
る
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
を
含
む
焼
却
灰

か
ら
、
降
雨
に
よ
り
そ
の
殆

ど
が
イ
オ
ン
と
し
て
溶
け
出

す
こ
と
が
国
の
資
料
か
ら
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
特
に
大
雨

時
に
は
ゼ
オ
ラ
イ
ト
・
粘
土

な
ど
の
層
で
吸
着
す
る
い
と

ま
も
な
く
処
理
水
と
し
て
溶

け
出
し
ま
す
。
現
に
県
内
の

最
終
処
分
場
か
ら
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
処
分
場
の
水
処
理
方
式

で
は
セ
シ
ウ
ム
を
除
去
で
き

ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
放
出
先

の
河
川
や
海
が
汚
染
さ
れ
ま

す

。

大

丈

夫

で

す

か

。 
 

 
 

 
 

 
 

 

４
、
焼
却
場
の
従
業
員
の
被

曝
管
理
は
大
丈
夫
で
す
か
。

 
 
 
 
 
 
 

二
〇
〇
五
年
の
原
子
炉
等

規
制
法
改
正
に
よ
る
ク
リ
ア

ラ
ン
ス
制
度
で
は
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
に
つ
い
て
一
〇
〇
ベ

ク
レ
ル/

㌕

以
上
は
、
放
射
性

物
質
扱
い
と
し
埋
設
な
ど
は

行
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
焼
却
作
業
者
は
日
常

的
に
一
〇
〇
ベ
ク
レ
ル/

㌕

以
上
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を

扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 
 

従
業
員
の
健
康
管
理
、
日
常

的
な
被
曝
線
量
の
評
価
記
録

な
ど
は
厳
重
に
行
い
、
も
し

健
康
被
害
が
出
た
場
合
の
保

障
な
ど
の
体
制
は
で
き
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か

５
、
放
射
性
物
質
は
微
量
で

も
危
険
と
い
う
、
米
国
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ
る
大
規
模

疫
学
調
査
の
集
約
結
果
が
公

表
さ
れ
て
い
ま
す
。
宮
古
市

民
を
余
計
な
被
曝
に
さ
ら
さ

な
い
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る

は
ず
で
す
が
、
こ
の
調
査
結

果
を
ど
う
判
断
さ
れ
ま
す
か
。 

 

６
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
特

定
臓
器
に
濃
縮
し
集
中
被
曝

す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
胎
児
・
乳
児
な

ど
幼
少
者
ほ
ど
影
響
を
受
け

や
す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
“
内
部
被
曝
”
に
つ

い
て
そ
の
影
響
を
正
確
に
数

値
で
あ
ら
わ
す
こ
と
は
困
難

な
の
で
す
が
、
仮
定
に
基
づ

く
計
算
（
シ
ー
ベ
ル
ト
単
位
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
で
起

き
て
い
る
実
際
の
被
害
と
シ

ー
ベ
ル
ト
と
の
関
係
の
吟
味

ご
確
認
の
上
、
ご
使
用
を
お

願
い
し
ま
す
。
ご
見
解
が
あ

れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

 
 
 

 

放
射
能
汚
染
物
の
焼
却
処

理
に
関
す
る
要
望
書

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

宮
古
市
民
へ
上
記
質
問
書

の
回
答
を
公
開
し
、
説
明
会

を
開
催
し
た
上
で
放
射
能
汚

染
物
の
焼
却
を
始
め
て
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
ま
で

焼
却
処
理
を
待
っ
て
頂
き
た

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
議
会
で
審
議
さ
れ
決
定

さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、
失

礼
と
は
思
い
つ
つ
、
事
の
重

大
性
を
考
え
要
望
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

国
民
の
意
見
を
聞
け

要
請
書
は
原
子
力
規
制
庁

二
人
、
環
境
省
二
人
の
担
当

者
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
側
担
当
者
は
、
大
気

汚
染
と
水
質
汚
濁
防
止
法
、

環
境
影
響
評
価
法
、
南
極
環

境
保
護
に
つ
い
て
、
改
正
法

案
を
国
会
に
提
出
し
衆
議
院

で
可
決
、
参
議
院
に
付
託
中

と
説
明
し
ま
し
た
。

こ
の
重
大
法
案
に
つ
い
て

マ
ス
コ
ミ
報
道
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
が
な
い
ま
ま
、

六
月
に
国
会
で
成
立
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
国
民
不
在
の

や
り
方
で
す
。

原
発
再
稼
働
よ
り
も
、

厳
し
い
「
環
境
基
準
」
を

担
当
者
へ
の
質
問
に
よ
り
、

最
も
肝
心
な
『
放
射
能
環
境

基
準
』
が
落
と
さ
れ
て
お
り
、

環
境
監
視
や
排
出
規
制
が
不

十
分
な
内
容
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
放

射
性
物
質
濃
度
規
制
を
厳
正

な
も
の
と
し
、
違
反
の
場
合

に
は
厳
し
い
罰
則
を
設
け
、

住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
確
実

に
守
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

再
処
理
工
場
の
規
制
を

例
外
扱
い
に
す
る
な

「
要
請
書
」
の
主
な
内
容
は

①
原
子
力
施
設
の
各
所
轄
省

庁
の
責
任
の
所
在
を
明
ら
か

に
せ
よ
。
②
環
境
基
本
法
に

よ
る
一
元
的
な
放
射
性
物
質

の
安
全
規
制
が
必
要
で
あ
る
。

③
再
処
理
工
場
の
廃
液
放
出

規
制
値
は
原
発
と
は
異
な
っ

て
お
り
ほ
と
ん
ど
野
放
し
状

態
で
許
さ
れ
な
い
。
④
原
発

の
濃
度
規
制
に
つ
い
て
も
緩

す
ぎ
て
危
険
で
あ
る
、
な
ど

で
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の 

 
 

政
府
側
担
当
者
の
発
言
は
、

厳
正
な
法
的
整
備
の
認
識
は

極
め
て
薄
い
印
象
で
し
た
。

自
治
体
に
よ
る

監
視
の
権
限
強
化
を
！

市
民
か
ら
は
「
こ
の
ま
ま

で
は
日
本
中
放
射
能
汚
染
が

拡
大
す
る
」「
自
治
体
の
放
射

能
汚
染
監
視
制
度
の
強
化
が

必
要
で
あ
る
」
な
ど
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

（
尚
）

や
っ
ぱ
り
、

燃
や
す
こ
と
は
疑
問

福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
汚
染

さ
れ
た
牧
草
や
ほ
だ
木
は
臨
時
的

に
保
管
さ
れ
、
生
産
者
は
扱
い
に

苦
慮
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
『
放
射
性
汚
染
物

は
焼
却
し
て
も
、
体
積
は
減
っ

て
も
放
射
能
は
減
ら
な
い
』
と

い
う
性
質
が
あ
り
、
燃
や
し
て
し

ま
う
と
、
む
し
ろ
、
大
気
中
に
放

射
性
の
ガ
ス
や
煤
塵
を
放
出
し
、

灰
は
高
濃
度
の
放
射
性
物
質
と
な

り
、
埋
設
の
処
分
場
で
は
雨
水
に

よ
っ
て
流
れ
出
し
、
最
終
的
に
は

海
を
汚
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う

疑
問
が
ど
う
し
て
も
拭
え
ま
せ

ん
。 

 

（
宮
古
の
一
市
民
）

五
月
三
〇
日
、「
岩
手
の
会
」
や
「
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会
」
な

ど
三
六
市
民
団
体
は
、
参
議
院
議
員
会
館
に
お
い
て
政
府
交
渉
を
行
い
、

内
閣
と
原
子
力
規
制
委
員
会
宛
に
『
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
防

止
法
体
系
の
厳
正
整
備
の
要
請
書
』
を
提
出
し
ま
し
た
。

昨
年
六
月
、
環
境
基
本
法
第
十
三
条
が
改
定
さ
れ
、
放
射
性
物
質
に

よ
る
環
境
汚
染
に
つ
い
て
「
適
用
除
外
」
と
す
る
条
文
が
削
除
さ
れ
環

境
基
本
法
に
よ
る
一
元
的
規
制
へ
の
転
換
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
基

本
法
改
正
に
よ
り
、
十
二
あ
る
環
境
汚
染
防
止
個
別
法
の
「
放
射
性
物

質
除
外
」
の
条
文
は
、
環
境
を
守
る
原
則
に
立
っ
た
厳
し
い
規
制
基
準
、

防
護
措
置
、
住
民
へ
の
報
知
の
制
度
な
ど
へ
新
た
な
条
文
と
し
て
改
正

が
な
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
し
か
し
今
国
会
の
終
了
時
点
で
、
国
民
に
は

十
分
な
周
知
が
な
い
ま
ま
四
つ
の
「
公
害
関
連
法
案
」
が
成
立
し
ま
し

た
。
私
た
ち
は
政
府
に
提
出
し
た
「
要
請
書
」
の
立
場
か
ら
「
改
正
法

案
」
を
厳
し
く
見
つ
め
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
改
正
を
求
め
ま
す
。

環境省・規制庁担当者


